
 
    子どもたちは、 

朝の涼しい時間 

に、蝶々を追い 

かけたり、草花 

を摘んだりして 

います。 

また、プール遊びで水や友

達とのふれ合いを楽しんでいます。熱中

症や感染症に注意しながら、夏ならでは

の活動を展開していきます。 

 

 

 園では、各行事や遊びの中で様々な表 

現活動を取り入れています。同時に、大

きな行事や活動の後には、絵画等による

振り返りも行っています。その中のいく

つかを紹介します。 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

  

 

 

 

 

 

 

担任は、子どもの年齢 

や発達に合わせて表現の 

方法や材料等を選択し、 

与えています。未満児で 

は、子どものできないと 

ころは、保護者の方々の 

協力をいただきながら短 

冊を仕上げたクラスもあ 

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

園だより 
８月号           

 

子
ど
も
た
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好
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恐
竜
・
妖
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の
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で
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お
父
さ
ん
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母
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に
見
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も
ら
っ
た
バ
ル
ー
ン
演
技
。
そ
の

う
れ
し
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で
表
現
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これからも、子ども一人一人が、遊び

や行事を通して深く感じたことを絵や製

作、音楽などで表現できるようにし、子

どもの感性や表現力を高めていきたいと

考えています。 

 

 

 

 保護者の皆様は、４月から仕事と子育

ての両立のため、精一杯取り組んでこら

れたと思います。そこで、この夏を利用

して心身のリフレッシュを図り、親子の

触れ合いを通して絆を深めるために、行

楽や旅行などを計画してみてはいかがで

しょうか。ご家族のよい思い出づくりに

もなると 

思います。 

 子ども 

は、中・ 

高校生に 

なると、 

部活や友 

達との時間を重視するようになります。

成長を感じる一方、親子のふれ合いが少

なくなるさみしさもあります。 

そこで、ちょっとした時間やわずかな

機会でもいいですので、お子さんが親を

頼っている今、親子のふれ合いを大切に

してください。（自分の子育てを振り返

り、反省を踏まえた私からの提案です。） 

 一方で、鹿児島をはじめ全国において

川や海で溺れて亡くなる事故等が既に起き

ています。そこで、大きなけがや事故を防

ぎ、楽しい思い出になるように、次のこ

とにご留意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 園便り６月号において、お子さんに根

気強く挨拶を教えておられるお父様の取

組を紹介しました。その後、同じような

働きかけをしておられるお母様・お父様

がおられることに気付き、とてもうれし

く、頼もしく思っております。 

 皆様のこのような取組によりまして、

子どもたちの元気な挨拶が広がってきて

います。 

 右の写真 

は、１歳児 

がさよなら 

（バイバ 

イ）をして 

いるところ 

です。この 

子は、毎日、 

各クラスに立ち寄って挨拶をして帰りま

す。わずか１歳の子どもが、習慣にして

いることに大変驚いています。 

  

 

   

  

ひとみしり 

  まいにちあいさつで     

          かおみしり 

加治木小１年（作成時）森 柊陽 

１ 海や川、山、遊園地、公園などに子 

どもだけで行かない、行かせない。 

２ 活動したり、遊んだりしている時、子 

どもから目を離さない。 


